
AGRIW PORK OINT
アグリ ワーク ポイント

みかん

米
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着
果
管
理

　
生
理
落
果
が
終
了
し
、
樹
毎
の
着
果
量
が
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
着
果
が
多
す
ぎ
る

と
小
玉
傾
向
に
な
り
、
翌
年
の
花
付
き
が
悪
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
隔
年
結
果
是
正
の
た
め
に
も
、
適

正
着
果
量
に
な
る
よ
う
に
摘
果
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

最
終
的
な
適
正
葉
果
比
率
を
下
記
に
示
し
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
時
期
で
は
優
先
的
に
摘
果

す
る
果
実
の
判
断
は
難
し
い
の
で
、
粗

摘
果
程
度
に
済
ま
せ
、
適
正
着
果
量
を

確
保
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
青
島
温
州
は
早
期
摘
果
に
よ
り

大
玉
果
が
多
く
発
生
し
て
し
ま
う
心
配

が
あ
る
の
で
、
８
月
下
旬
以
降
の
後
期

摘
果
を
重
点
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

日
焼
け
対
策

　
梅
雨
が
明
け
る
と
、
果
実
は
強
い
日
差
し
に
さ
ら

さ
れ
ま
す
。
昨
年
は
夏
期
の
高
温
・
乾
燥
に
よ
り
管

内
の
極
早
生
温
州
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出
ま
し

た
。
被
害
を
受
け
た
果
実
の
油
胞

は
変
色
し
、
表
面
は
固
く
な
り
ま

す
。
南
向
き
や
西
日
が
当
た
る
面

に
被
害
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
対

策
と
し
て
は
陽
光
面
の
摘
果
や
サ

ン
テ
の
施
用
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

資
材
な
ど
の
散
布
が
あ
り
ま
す
。

病
害
虫
防
除

　
黒
点
病
の
防
除
に
つ
い
て
近
年

は
線
状
降
水
帯
の
発
生
に
伴
い
、

１
日
で
１
０
０
㎜
以
上
も
の
雨
が

降
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
園
地
の

降
雨
量
に
注
意
し
、
降
雨
量
が

２
０
０
㎜
を
越
し
た
場
合
は
防
除

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
ま
と
ま
っ

た
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
ア
ビ

オ
ン
Ｅ
と
い
っ
た
固
着
性
展
着
剤

も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
月
か
ら
梅
雨
が
明
け
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎

え
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
生
育
し
た
枝
葉
は
翌
年
の
母
枝
・
母

葉
に
な
り
ま
す
の
で
、
土
壌
改
良
剤
の
施
用
・
防
除

な
ど
茶
樹
の
生
育
に
適
し
た
環
境
づ
く
り
を
行
い
、

収
量
・
品
質
向
上
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
。

土
壌
改
良
資
材
の
施
用

　
茶
園
に
お
け
る
土
壌
ph
値
（
土
壌
酸
度
）
は
4.0
～

4.5
ほ
ど
が
適
正
値
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
壌
中
の
ph
値
が
下
が
る
と
生
育
に
影
響
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
時
期
に
土
壌
改
良
材
を

施
用
し
ま
す
。
ph
値
は
土
壌
分
析
な
ど
に
よ
っ
て
確

認
が
で
き
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
分
析
を
行
っ
て
良

好
な
生
育
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

使
用
資
材
：
苦
土
石
灰
資
材
な
ど

使
用
時
期
：
7
月
中
旬
～
下
旬
頃

施
用
量
：
１
０
０
～
１
５
０
㎏
／
10
ａ
を
目
安
に

除
草
作
業

　
茶
園
内
に
雑
草
が
多
く
な
る
と
茶
園
の
景
観
が
悪

く
な
る
だ
け
で
な
く
、
摘
採
時
の
混
入
な
ど
に
も
繋

が
り
ま
す
の
で
、
刈
払
機
・
除
草
剤
を
使
用
し
こ
ま

め
に
除
草
作
業
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

※�

防
除
規
制
期
間
内
は
除
草
剤
の
使
用
が
で
き
な
く

な
る
た
め
、
各
地
区
の
防
除
情
報
な
ど
を
あ
ら
か

じ
め
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
の
防
除

①�

チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
・
チ
ャ
ノ
ミ
ド
リ
ヒ

メ
ヨ
コ
バ
イ

　
発
生
を
抑
え
る
に
は
三
番
茶
の
萌
芽
期
～
開
葉
期

頃
に
防
除
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
薬
剤
散
布
を

行
う
際
は
ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
み
、
希
釈
倍
率
・
散
布

量
等
の
使
用
基
準
を
守
っ
て
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
ハ
マ
キ
ム
シ
類

　
発
蛾
最
盛
期
が
防
除
適
期
に
な
り
ま
す
。

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
管
内
の

フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
予
察
情
報

を
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
気
象
情

報
と
と
も
に
こ
ま
め
に
確
認
し
防

除
適
期
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
根
張
り
を
良
く
し
、
倒
伏
や
秋
落
ち
防
止
に
繋
が

る
た
め
、
中
干
し
後
は
間
断
か
ん
水
を
行
い
ま
す
。

浅
水
程
度
に
水
を
入
れ
、
水
が
無
く
な
っ
て
も
１
～

２
日
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
、
再
び
浅
水
程
度
に
水

を
入
れ
る
作
業
を
繰
り
返
し
ま
す
。

　
穂
肥
を
施
用
す
る
場
合
は
、
か
ん
水
し
３
日
間
は

止
め
水
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

高
温
障
害
対
策

　
日
中
の
気
温
が
35
℃
、夜
温
が
25
℃
を
超
え
る
日
が

続
く
場
合
は
か
け
流
し
か
ん
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
高
温
障
害
の
対
策
と
し
て
、
特
に
出
穂
後
５
～
15

日
に
行
う
の
が
効
果
的
で
す
。
乳
白
米
の
発
生
を
抑

え
る
に
は
、
夜
間
通
水
で
夜
の
水
温
を
下
げ
ま
し
ょ

う
。病

害
虫
対
策

ウ
ン
カ
類
防
除
（
早
生
：
７
月
下
旬
、
中
正
・
晩
生
：

８
月
上
旬
）

　
長
期
残
効
性
の
あ
る
箱
施
用
剤
（
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト

ル
箱
粒
剤
な
ど
）
を
使
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、
出

穂
前
の
防
除
が
必
要
で
す
。

粒
剤
：
ト
レ
ボ
ン
粒
剤　
２
～
３
㎏
／
10
ａ

液
剤
：
エ
ミ
リ
ア
フ
ロ
ア
ブ
ル　
１
０
０
０
倍

※�

ウ
ン
カ
類
は
株
元
を
好
む
た
め
、
株
元
に
ム
ラ

な
く
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

カ
メ
ム
シ
類
防
除
（
１
回
目
：
出
穂
始
め
（
一
部

の
茎
に
穂
が
見
え
始
め
る
）、
２
回
目
：
穂
揃
期

（
80
％
～
90
％
の
茎
が
出
穂
し
た
時
期
）、
３
回
目
：

前
回
散
布
の
７
～
10
日
後
）

　
近
年
、
茶
色
で
大
型
の
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
被
害
が

目
立
ち
ま
す
。
不
稔
の
原
因
と
な
る
他
、
玄
米
の
基

部
を
吸
汁
す
る
た
め
色
彩
選
別
機
で
除
き
に
く
く
等

級
低
下
の
要
因
と
な
り
ま
す
。
不
稔
対
策
に
は
出
穂

直
前
に
も
防
除
が
必
要
で
す
。

液
剤
：
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤　
１
０
０
０
倍

粒
剤
：
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤　
３
㎏
／
10
ａ

豆
つ
ぶ
剤
：
ス
タ
ー
ク
ル
豆
つ
ぶ

�
２
５
０
ｇ
／
10
ａ

フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
：
エ
ク
シ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル

�
２
０
０
０
倍

※�

粒
剤
・
豆
つ
ぶ
剤
は
、
均
一
に
散
布
し
散
布
後

７
日
間
は
落
水
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
自
然

落
水
は
問
題
無
し
）

茶樹の生育しやすい環境を作りましょう

摘果と日焼け

中干し後の管理と病害虫防除対策 農業経営支援課　山村農業経営支援課　山村

茶指導販売課　菊川茶指導販売課　菊川

果樹林産センター　青島果樹林産センター　青島

対象病害虫 薬剤名 倍率 適正使用基準

黒点病 ペンコゼブ水和剤 500倍 30日−４回

チャノキイロアザミウマ
コテツフロアブル 4,000倍 前日−２回

ミカンサビダニ

品種 葉果比
早生温州 25枚
普通温州 30～35枚

JA大井川 環境保全情報
（フェロモントラップ予察情報）


